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日程表
sola city Hall（2F）

1日目  10月25日㊎ 2日目  10月26日㊏
8 : 00

8:30 - 8:35 開会の辞 8:30 - 9:15
一般演題

『急性期の治療・検査』O2-01〜O2-05
座長：古野 憲司

8:35 - 9:20  一般演題
『画像診断』O1-01〜O1-05

座長：三谷 義英
9: 00

9:15 - 10:00
一般演題

『病因・病理』O2-06〜O2-10
座長：八幡 倫代

9:20 - 10:05 一般演題
『遠隔期の管理』O1-06〜O1-10

座長：津田 悦子
10 : 00

10:00 - 10:45 会長要望演題2
『冠動脈瘤ゼロに向けて2：不全型の対策』

C2-01〜C2-05
座長：鈴木 啓之・池田 和幸

10:05 - 10:41 特別講演
座長：大原関 俊章・須田 憲治  演者：Kevin G. Friedman・Anne H. Rowley

共催：日本川崎病研究センター
休 憩

10:45 - 11:30
一般演題

『優秀演題賞候補』O1-11〜O1-15
座長：布施 茂登・鎌田 政博

休 憩
10:50 - 12:10

シンポジウム2

『病因論の最新の進歩』

座長：原 寿郎・阿部 淳

11 : 00

11:30 - 12:15 一般演題
『急性期の治療』O1-16〜O1-20

座長：脇 研自12 : 00

休 憩休 憩
12:20 - 13:10 ランチョンセミナー 2
『臨床研究のピットフォール：P値依存症から脱け出そう

－川崎病研究を事例として－』
座長：三浦 大　　演者：福原 俊一
共催：（一社）日本血液製剤機構

12:25 - 13:15 ランチョンセミナー 1
『わかりやすい発表のためのスライド作成10ヵ条：

川崎病の診断と治療』
座長：山岸 敬幸　　演者：渡部 欣忍

共催：日本製薬（株）
13 : 00

休 憩休 憩
13:20 - 14:15

ポスターセッション2
P2-01〜P2-38

［ Terrace Room ］

13:25 - 14:15

総会・川崎賞授与
14 : 00

14:15 - 15:10

ポスターセッション1
P1-01～P1-38

［ Terrace Room ］

14:15 - 15:05 アフタヌーンセミナー
『川崎病心臓血管後遺症の診断と治療に関するガイドライン

（2020年改訂版）における改訂ポイントの解説／
川崎病診断の手引き 改訂6版の変更点について』

座長：高橋 啓  演者：深澤 隆治・鮎澤 衛  共催：帝人ファーマ（株）15 : 00
15:05 - 15:50

一般演題
『疫学』O2-11〜O2-15

座長：中村 好一

15:10 - 16:05 会長要望演題1
『冠動脈瘤ゼロに向けて1：不応例の対策』

C1-01〜C1-05
座長：濱田 洋通・廣野 恵一 15:50 - 16:00 閉会の辞・次回会頭挨拶16 : 00

休 憩
16:15 - 17:35

シンポジウム1

『ステロイドの有用性と問題点』

座長：小林 徹・野村 裕一

（新専門医制度 小児科領域講習単位対象）

16:30 - 18:00

市民公開講座
『川崎病診療の進歩ー

心臓障害を残さない管理と残した後の管理』

講師：三浦 大
主催：川崎病の子どもを持つ親の会

17 : 00

休 憩
17:45 - 18:35 イブニングセミナー

『免疫グロブリン不応例のインフリキシマブ療法
～実践的使用法と注意点～』

座長：武井 修治　　演者：伊藤 秀一
共催：田辺三菱製薬（株）

18 : 00

18:35 - 18:45 優秀演題賞表彰式

19 : 00
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